
ＳＰＯＤの将来構想(令和４年度～９年度) 

 

【全体方針】 

１．ＦＤ・ＳＤの地域ネットワークのリーダーとしてのプレゼンスを維持する 

・プログラムの見直し及び新規開発に取り組むことで、ＦＤ・ＳＤを一層発展させる 

・活動の内容と成果を広く発信していく 

 

２．ＳＰＯＤフォーラムを国内最高のＦＤ・ＳＤの機会にする 

・優れたＦＤ・ＳＤプログラムをフォーラムで提供する 

・ポスターセッションによって発信や交流の場を提供する 

 

３．対面研修では対面の特徴を活かした学習や交流の機会を提供する 

・対面ならではの参加型の学習を取り入れる 

・参加者間のネットワークづくりを促進する 

 

４．希望する時間と場所で学習できるオンデマンド研修の機会を増加する 

・ニーズに合ったオンデマンドの教材を開発し提供する 

・オンデマンドの教材を活用してハイブリッド型の研修を増加する 

 

５．持続可能なＳＰＯＤの組織体制を構築する 

・会議等の遠隔開催、書面開催を積極的に行う 

 ・刊行物は書類を減らし、ウェブサイトなどの情報提供を充実させる 

・事業予算の柔軟な運用などによって安定的な財政基盤を維持する 

 

【ＦＤの方針】 

１．ＦＤ・ＳＤの地域ネットワークのリーダーとしてのプレゼンスを維持する 

・プログラムの見直し及び新規開発に取り組むことで、ＦＤ・ＳＤを一層発展させる 

・活動の内容と成果を広く発信していく 

 

２．オンラインによるＦＤプログラムの共同開発 

    ・大学を超えた新たな取組として、ＳＰＯＤコア校のＦＤ担当者が共同でオンラインによ

るＦＤプログラムを開発、実施し、ＳＰＯＤ加盟校に提供する 

 

 

 



３．大学院生を対象としたプレＦＤ開発 

 ・大学院設置基準の改正に伴う取組として、共同でプログラムを開発し、共有する 

    ・大学院生のニーズを把握し、プログラム開発に活かす 

 

４．分野別ＦＤプログラム開発・ＦＤ担当者養成 

    ・加盟校の文脈や専門分野に即した具体的で実効的なプログラムとするため、ＳＰＯＤ 

     加盟校における分野別ＦＤプログラムをコア校以外の加盟校の担当者も含めて共同で 

     開発する 

    ・学部や小規模大学においてＦＤを推進する担当者の育成、支援を行う 

 

５．ＴＡ・ＳＡを活用した教育の質向上 

    ・ＴＡ・ＳＡを適切に活用し、授業の可能性を広げ、学生の学習効果を高めるためのＦＤ 

     プログラム開発及びＴＡ・ＳＡの育成を行う 

 

【ＳＤの方針】 

１．オンラインによるＳＤプログラムの共同開発 

   ・オンデマンド動画コンテンツを開発する 

   ・既存のＳＤプログラムの一部または全部のオンライン化を検討および導入する 

 

２．ＳＤプログラムの体系再構築 

   ・ＳＰＯＤ加盟校のニーズ調査に基づく新規プログラムを開発する 

   ・既存のＳＤプログラムの内容の点検・評価および再構築を行う 

 

３．ＳＤプログラム修了者のフォローアップ体制の充実 

   ・次世代リーダー養成ゼミナール修了生やＳＰＯＤ－ＳＤＣ取得者への研修や勉強会を 

    実施する 

 

４．加盟校間のＳＤコミュニティ構築 

 ・日常的な意見交換、定期的な勉強会（経営学や心理学など業務に活用可能な知識 

    習得）の場を構築する 

 

５．ＳＤの内製化の推進と支援 

・研修設計と評価に関するＳＤを充実させる 

・ＳＤの年間計画に関するコンサルティングを実施する 

 


